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�'	 	 	 	  (� カンキツウイルス病の診断方法として一般的な ELISA 法は、カンキツの
種類によって非特異反応による誤判定が起こることがある。この原因は
磨砕液中の付着物と考えられ、ユズやザボンの仲間に起こりやすい。 
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カンキツにおける温州萎縮病（原因ウイルス：SDV）や接ぎ木部異常病（同：ASGV）の

ウイルス診断では、ELISA 法が低コストで大量処理が可能なことから、一般的に用いら
れてきた。しかし、極めて迅速に強く発色する場合や調査する年によって結果が異なる
場合がある。 そこで、ELISA 法で陽性と判定された個体について複数の検定法で確認し、
非特異反応を起こす可能性のあるカンキツの種類を特定するとともに、原因と防止対策
を明らかにする。 
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１ 春の新梢を材料として ELISA 検定で陽性と診断された個体を、ELISA 法、イムノクロ

マト法、RT-PCR 法で再検定すると、イムノクロマト法と RT-PCR 法の結果は一致し、
ELISA 法では異なることが多い（表１）。 

２ ELISA 法で非特異反応を示す種類をカンキツの分類から見ると、ザボンやユズ、ダイ
ダイの仲間で多い(表１)。 

３ 強い非特異反応を起こす個体では、磨砕液を ELISA プレートに分注し、30℃で２時間
処理、さらに４℃で夜越した後、洗浄するとウェルの底に不透明な付着物が認められ
る（図１）。 

４ 磨砕液はポリプロピレン製の遠心管に入れて遠心した後、４℃で冷蔵すると、非特
異反応を軽減できる（表２）。 

５ ELISA プレートへの付着量は、洗浄後の吸光度で測定でき、非特異反応による発色と
相関がある（表２）。 

６ ELISA 法では非特異反応を防ぐことができない場合があるため、非特異反応を起こし
やすい種類を試料とする場合、イムノクロマト法や RT-PCR 法を用いる。 
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１ SDV ではイムノクロマトキットが利用できる。ASGV は試作段階にある。 
２ イムノクロマトキットは、ELISA 法に比べキットのコストが 1.5 倍と高くなるが、労

力が半分以下になるため、実用的である。 
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